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６
月
議
会
最
終
日
の
21
日
、

市
長
提
案
の
14
議
案
に
つ
い

て
の
各
常
任
委
員
長
の
報
告

が
お
こ
な
わ
れ
、
い
づ
れ
も

原
案
可
決
と
な
り
ま
し
た
が
、

大
曽
根
議
員
は
「
日
立
市
国

民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
」
の
議
案
に
反
対
し
、
討

論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

条
例
改
定
の
主
な
内
容
は
、

70
歳
か
ら
75
歳
未
満
の
高
齢

者
の
病
院
窓
口
で
の
一
部
負

担
金
に
つ
い
て
、
平
成
20
年

４
月
１
日
よ
り
、
現
行
の
１

割
を
２
割
に
引
き
上
げ
る
も

の
で
す
。
「
住
民
の
生
活
悪

化
、
負
担
増
が
限
界
に
来
て

い
る
中
で
、
高
齢
者
の
窓
口

負
担
の
引
き
上
げ
は
、
低
所

得
者
を
医
療
か
ら
排
除
す
る

こ
と
を
強
め
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
誰
も
が
必
要
な
と
き

に
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
壊
す
こ

と
に
な
る
」
と
し
て
大
曽
根

議
員
は
反
対
し
ま
し
た
。

（
詳
し
く
は
裏
面
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。
）

誰もが必要なときに医療を受けられる体制を壊すことに
～大曽根勝正議員が反対討論～

国
民
健
康
保
険
料
等
の

納
付
困
難
者
に
支
援
を

国
民
健
康
保
険
料
等
の
収
納

状
況
及
び
資
格
証
明
書
の
交
付

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。
資
格
証
明
書
世
帯
は
５

月
末
現
在
１
２
７
世
帯
２
８
３

人
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
曽
根
議
員
は
「
滞
納
者
の

中
に
は
多
重
債
務
に
お
ち
い
っ

て
困
っ
て
い
る
人
が
い
ま
す
。

政
府
も
自
治
体
が
積
極
的
に
こ

の
問
題
で
支
援
す
る
よ
う
方
針

を
出
し
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
し
ょ

う
か
」
と
質
問
し
ま
し
た
。
し

か
し
、
担
当
課
か
ら
は
答
弁
ら

し
い
答
弁
は
な
く
「
市
民
相
談

に
つ
な
げ
ま
す
」
と
の
こ
と
で

し
た
。
今
後
、
多
重
債
務
解
決

の
運
動
を
し
て
い
る
人
た
ち
と

も
連
携
し
て
、
自
治
体
が
積
極

的
に
取
り
組
む
よ
う
要
求
し
て

い
き
ま
す
。

か
み
ね
動
物
園
で

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
舎
を
整
備

チ
ン
パ
ン
ジ
ー
７
頭
（
現
状

４
頭
＋
３
頭
）
が
飼
育
可
能
な

獣
舎
で
あ
り
、
将
来
的
に
繁
殖

を
目
的
と
し
た
飼
育
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
整
備
す
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。

中
心
市
街
地
商
店
街

循
環
バ
ス
を
試
行
運
行

日
立
駅
を
起
点
に
イ
ト
ー
ヨ
ー

カ
堂
前
、
銀
座
通
り
の
各
商
店

街
、
さ
く
ら
シ
テ
ィ
ー
日
立
な

ど
を
循
環
運
行
す
る
、
中
心
市

街
地
商
店
街
循
環
バ
ス
を
試
行

運
行
し
ま
す
。
停
留
所
は
11
カ

所
、
料
金
は
１
０
０
円
で
す
。

実
施
期
間
は
７
月
21
日
～
９
月

20
日
で
す
。

お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
隣
り
に

レ
ス
ト
ラ
ン
出
店
予
定

お
さ
か
な
セ
ン
タ
ー
の
事
業

に
つ
い
て
、
内
容
を
変
更
し
、

う
ど
ん
・
そ
ば
を
主
力
と
す
る

レ
ス
ト
ラ
ン
が
出
店
を
計
画
し

て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
場
所
は
現
在
コ
ン
ビ
ニ
が

あ
る
南
側
（
大
型
ト
ラ
ッ
ク
な

ど
が
駐
車
し
て
い
る
と
こ
ろ
）

で
す
。
当
初
計
画
の
牛
丼
チ
ェ
ー

ン
店
は
狂
牛
病
問
題
で
出
店
を

取
り
や
め
ま
し
た
。
現
在
締
結

し
て
い
る
借
地
契
約
期
間
（
久

慈
町
漁
業
協
同
組
合
）
を
15
年

間
に
変
更
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

（
大
曽
根

記
）

産業福祉委員会で協議されたものをご紹介します



議
案
第
60
号

日
立
市
国
民
健

康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
反
対
し
ま

す
。
以
下
要
旨
を
の
べ
討
論
と
し

ま
す
。
条
例
改
定
の
主
な
内
容
は
70
歳

か
ら
75
歳
未
満
の
高
齢
者
の
病
院

窓
口
で
の
一
部
負
担
金
平
成
20
年

４
月
１
日
よ
り
現
行
の
１
割
を
２

割
に
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。
影

響
を
受
け
る
人
は
約
５
千
５
百
人
。

影
響
額
は
１
億
８
千
万
円
と
い
い

ま
す
か
ら
単
純
計
算
で
も
ひ
と
り

あ
た
り
約
３
万
３
千
円
の
負
担
増

に
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
は
自

営
業
者
や
年
金
生
活
の
高
齢
者
が

大
半
で
あ
り
、
平
成
17
年
度
の
資

料
に
よ
っ
て
も
、
所
得
階
層
２
百

万
円
以
下
が
67
％
で
あ
り
、
滞
納

者
５
千
２
百
７
十
３
人
の
う
ち
56

％
が
２
百
万
円
以
下
の
方
で
す
。

そ
の
う
え
、
平
成
18
年
度
の
税
制

改
悪
で
公
的
年
金
控
除
の
縮
小
、

老
年
者
控
除
の
廃
止
、
高
齢
者
の

住
民
税
非
課
税
措
置
が
廃
止
さ
れ
、

非
課
税
と
な
る
年
金
額
が
大
き
く

引
き
下
げ
ら
れ
、
住
民
税
の
増
税

と
と
も
に
国
保
料
、
介
護
保
険
料

も
値
上
げ
に
な
り
ま
し
た
。
年
金

収
入
１
８
０
万
円
の
単
身
者
の
場

合
、
平
成
18
年
度
ま
で
６
割
軽
減

が
受
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
19
年
度

か
ら
は
同
じ
収
入
で
あ
っ
て
も
軽

減
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
大

幅
値
上
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
私

ど
も
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
も

「
年
金
額
は
減
る
一
方
な
の
に
増

税
ラ
ッ
シ
ュ
で
、
食
べ
る
の
に
精

一
杯
の
生
活
で
す
。
」
な
ど
と
、

生
活
が
苦
し
い
と
の
声
が
た
く
さ

ん
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
病
院
の
窓
口
で
の
未
収

金
が
増
え
て
い
ま
す
。
患
者
が
負

担
金
を
分
割
納
入
し
て
い
る
例
も

で
て
い
ま
す
。
病
院
の
経
営
に
と
っ

て
も
重
大
で
す
が
、
住
民
の
生
活

悪
化
、
負
担
増
が
限
界
に
来
て
い

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
高
齢
者
の
窓
口
負
担
を
１
割

か
ら
２
割
に
引
き
上
げ
る
こ
と
は
、

低
所
得
者
を
医
療
か
ら
排
除
す
る

こ
と
を
強
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

誰
も
が
必
要
な
と
き
に
医
療
を
受

け
ら
れ
る
体
制
、
国
民
皆
保
険
制

度
を
壊
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。
以

上
、
要
旨
を
述
べ
討
論
と
し
ま
す
。

「日立市国民健康保険条例の一部改正」する議案に対しての反対討論をご紹介します

過
去
最
高
の
利
益
を
あ
げ
る
大
銀

行
が
法
人
税
を
一
円
も
払
っ
て
な
い

そ
の
仕
組
み
は
？

大
手
銀
行
６
大
グ
ル
ー
プ
（
三
菱
Ｕ
Ｆ

Ｊ
、
み
ず
ほ
、
三
井
住
友
、
り
そ
な
、
住

友
信
託
、
三
井
ト
ラ
ス
ト
）
の
２
０
０
６

年
３
月
期
の
最
終
利
益
は
、
合
計
で
約
３

兆
１
２
１
２
億
円
に
達
し
、
バ
ブ
ル
期
を

上
回
り
過
去
最
高
の
利
益
と
な
り
ま
し
た
。

０
７
年
３
月
期
で
も
最
終
利
益
２
兆
９
６

０
０
億
円
と
前
年
並
み
の
利
益
を
得
る
見

通
し
で
す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
手
銀

行
６
大
グ
ル
ー
プ
の
法
人
税
は
ゼ
ロ
の
実

態
に
、
国
民
か
ら
厳
し
い
批
判
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

「
法
人
税
ゼ
ロ
」
の
核
心
は
、
繰
越
欠

損
金
制
度
と
い
う
税
務
上
の
ル
ー
ル
に
あ

り
ま
す
。
企
業
は
そ
の
年
に
赤
字
が
出
た

場
合
、
そ
の
赤
字
分
を
翌
年
以
降
の
利
益

か
ら
控
除
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
５
０
０

億
円
の
赤
字
が
出
た
翌
期
に
３
０
０
億
円

の
黒
字
に
な
れ
ば
、
前
期
の
赤
字
と
相
殺

し
て
課
税
所
得
が
発
生
し
て
い
な
い
こ
と

に
な
り
法
人
税
は
ゼ
ロ
と
な
り
ま
す
。
さ

ら
に
２
０
０
億
円
分
の
赤
字
を
繰
越
欠
損

金
と
し
て
持
ち
越
せ
る
た
め
、
次
の
期
に

３
０
０
億
円
の
黒
字
が
出
て
も
差
し
引
き

１
０
０
億
円
に
課
税
さ
れ
る
だ
け
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
が
繰
越
欠
損
金
制
度
で
す
。

こ
の
ル
ー
ル
は
、
金
融
機
関
だ
け
で
は

な
く
す
べ
て
の
企
業
に
適
用
さ
れ
ま
す
が
、

過
去
の
不
良
債
権
処
理
に
よ
り
巨
額
の
赤

字
を
抱
え
た
大
銀
行
に
は
特
に
大
き
な
恩

恵
で
す
。

日
本
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
の
試
算
（
０

６
年
３
月
期
決
算
ベ
ー
ス
）
で
は
、
銀
行

が
法
人
税
を
払
う
よ
う
に
な
る
に
は
、
三

菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
が
２
・
４
７
年
、
み

ず
ほ
銀
行
が
４
・
４
４
年
、
三
井
住
友
銀

行
が
３
・
２
９
年
も
か
か
り
ま
す
。
み
ず

ほ
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
銀
行
や
り
そ
な
ホ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
ス
は
、
欠
損
金
の
繰
越
控
除
が

認
め
ら
れ
る
ル
ー
ル
上
の
恩
恵
を
最
大
限

受
け
、
今
後
７
年
間
も
法
人
税
ゼ
ロ
が
続

き
ま
す
。

欠
損
金
の
繰
越
期
間
を
、
不
良
債
権
処

理
を
最
優
先
課
題
と
し
て
推
し
進
め
る
小

泉
内
閣
が
、
銀
行
業
界
の
要
望
に
応
え
、

延
長
を
決
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
小
泉
内
閣
は
、
１
０

兆
円
を
超
え
る
公
的
資
金
の
投
入
や
産
業

活
力
再
生
法
に
よ
る
約
６
６
０
億
円
の
減

税
、
保
有
株
式
の
買
い
取
り
機
構
の
創
設

な
ど
大
手
銀
行
に
対
し
優
遇
措
置
を
繰
り

返
し
て
き
ま
し
た
。

「
も
う
け
す
ぎ
」
と
の
批
判
に
対
し
、

大
手
銀
行
は
手
数
料
の
引
き
下
げ
を
発
表

し
ま
し
た
が
、
収
益
性
重
視
の
姿
勢
は
何

ら
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
制
度
の
改
正
に

よ
り
、
し
っ
か
り
法
人
税
を
支
払
わ
せ
る

こ
と
が
重
要
で
す
。
（
中
略
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
）
〔
０
７
・

５
・
10
（
木
）
赤
旗
〕


